
大
日

堂

は
大

御

堂

、
本

堂

と
も

よ

ば
れ
て
い
る
。

今

か
ら
（

百

年

前

の
建

久

七
年

つ

一
九

六
年

）
鎌

倉

時

代

に
足

利

義

兼

公

に
よ
り

開

創

さ

れ
た

真

言

宗
の

古
刹

。
足

利
市

の
中

央

に
位
置

し

境
内

地
一
万

二
千

三
百

坪
（
四
〇
、
四
六

七
㎡
）
で
山
号

を

金

剛

山
、
院
号

を

仁
王

院
、
寺

号

を
鏝

阿

寺

と

称

す
る

。
創
建

当

初

は

紀
州

高

野

山
の
末

寺

、
室

町

時

代

よ

り

江
戸

中

期

迄

は
京

都

醍

醐

寺

の

末

寺

、
江
戸

後

期

よ

り

昭

和

二
十

年

迄

、
大

和

長

谷

寺

直

末

で

、
戦

後

大

日
派

を

文
部

省

よ
り

認
証

さ

れ
、
現

在

真

言

宗

大

日

派

本

山
と
し
て

、
一
貫

し
て

真

言
密

教
を

歩

む

信
徒

寺

で
あ

る
。

ご

本

尊

大

日

如

来

( 鎌倉時代)山十二坊図

開
基

、
義
兼

公

は
足
利

義

康

の
第

三
子

に
し
て
源

頼
朝

の
従
弟

。

し
か
も

室
は
北
條

時

政
の
娘

、
政
子
の
妹

、
時

子

で
頼

朝
と

は
義

兄

弟

で
も

あ
り

鎌

倉

旱

府
の

創
建

に
大

い
に
力

を

尽

く
す

。
晩

午

高

野
山
に
入
り

、
剃
髪

入
道
し
て
大
日
堂
（

現
、
本

堂
）
鐘

楼
を

始
め
と

す
る
七
堂

伽
藍

を

建

立
し
源
家

相

伝
の
大
日
如
来

を
安

置

す
る
。
又

一
門

子
弟

の
育

英
の
た
め
に
足
利

学
校

を
興
し
た
。

創

建

以
来

、
災
火

の
厄
に

あ
わ
ず

、
御

歴
代

の
勅
願

所
と

な
り

数

元 旦 ～5 日（10時~15 時迄）　　11 月3 日･ ４日

初 詣･ 厄 除･ 開 運 大 護 摩 供　 大 日尊　 秋 の 大 祭

（他に方災除､家内安全､身体健全 等）（お正月同 様お護 摩をおたきします）5

月3 日 ～５日　　　　　　　　10 月 中 旬 ～11 月 中

大 日尊　 春 の 大 祭　　　　 七･ 五･ 三　 祝 祷 会

（お正月同様お護 摩をおたきします）

ね

擾
阿
寺
本
堂
国
宝
指
定

慎

ぼ
　

舞

姫

鳶

‘／

」

金
剛
山

多

く
の
古
文
書
、
宝
物
を
所
蔵
す
る
。
義
兼
の
子
義
氏
は
堀
の
外
に

千
千

院
以
下
十
ニ
ケ
院
を
建
て
一
山
十
二
坊
の
大
伽
藍
と
し
て
足
利

氏
の
氏
寺
と
し
て
当
寺
を
完
成
し
た
。

義
兼
七
世
の
孫
は
足
利
尊
氏
公
に
し
て
一
三
三（

年
京
都
室
町
に

足
利
幕
府
を
開
き
征
夷
大
将
軍
と
な
り
二
代
義

詮
、
三
代
義
満
（
金

閣
寺
開
基
）
以
下
足
利
幕
府
十
五
代
の
文
化
は
二
百
三
十
年
間
京
洛

に
け
ん
ら
ん
た
る
花
を
開
か
せ
た
。
そ
の
間
当
寺
と
足
利
氏
と
の
関

係
は
密
接
不
離
に
し
て
現
存
す
る
古
文
書
多
数
は
我

国
中
世
史
研

究
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

明
治
維
新
と
同
時
に
（
塔
中
）
十
ニ
ケ
院
は
塔
頭
の
千
手
院
を
除

い
て
上
地
さ
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
天
皇
は
親
し
く
宝
物
を
天
覧
せ
ら

れ
、
大
正
天
皇
は
皇
太
子
の
時
御
参
拝
下
さ
れ
、
秩
父
宮
殿
下
、
近

年

は
皇
太
子
殿
下
も
御
学
友
と
御
来
山
な
さ
れ
た
由
緒
あ
る
寺
で

あ
る
と
同
時
に
御
本
尊
大
日
如
来
の
崇
高
な
る
信
仰
の
た
め
参
拝

者
の
多
い
寺
で
あ
る
。

義

兼
公

足
利
義
兼
公
（
僧
名
　

法
華
房
鏝
阿
）
は
、
鎌
倉
時
代
、
東
大

寺

重
源
上
人
、
歌
人
の
西
行
法
師
と
共
に
和
歌

山
県
の
真
言
宗
総

本
山
高
野
山
を
復
興
し
た
三
人
の
功
労
者
の
一
人
と
い
わ
れ
、
高
野

山
で
尊

崇
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２月３日●節分､鎧年越し､大護摩供､式者追朗吠 ５月18 日●観音経一千巻読誦会

４月第1日曜日･･出世稲荷尊お祭り　　　　12 月31 日 ●除夜の鐘(初護摩)

騒 圖 ………………………--……………一………--… ……… ………-…… ……… －

● 毎 月28 日( 正 午) ご 縁 日
、お護 摩 供 を 致 し ま叱( 本

堂 で)

● 毎月23日(午後2時～午後7時迄)

午(うま)年､守り本尊二十三夜尊(勢至菩薩)ご縁日(二重塔を開きます)

● 毎月28日(12時半)

酉(とり)年､守り本尊不動尊ご縁日｡商売繁昌･家内安全の祈願を致L まｔ

(中にλつておまいり下さい)

●毎月1日､15日､土一日曜EI及び祝祭日

赤ちゃん初参りを始め､家内安 全､厄除･方叉除等のご祈願を致しております

●毎朝7時　 住職と一般の方と本堂で般若心経と観音経のお勤めを政L ておりま叱

寺の歴史､足 利家のお 話等を

始めとして､境 内の重 文の建

物 等の 説明を受 けたい方は

あらかじめお申し込 みドさい。(

但し16名以 上の団体)

・ お申込先
ばんな

金 剛 山 鐙 阿 寺　

(足 利の 大日様)

(所要時間20分)どうぞ遠慮なくご参加下さい。

Ｉ 渡良瀬川

佐野 ↑

'.'̈ 　　　ｙ／　 〒326-08031
7:こ･･が.･ﾝ 男ご 雷1 認262 ，

｀●

ば

ん

な

じ

●`

ぷ１

FＡＸ.0284-41-1136
…… …Ｘ Ｓ ●･

μ-

●iiS･W ‾゛……"･"゙` 　　　　　　　/ ；

ぶ ぺ ゛゙ ”ヤ ゛＝1T 大 御



■

鐘

楼
　

建

久
七
年

（
二

九
六

年
）
開
基
足

利

義
兼
公

が
本

堂
に
次

で

創
建
し

た
。
本

瓦
茸

、
入
母

屋

造
り
で
袴
腰

附

、
鎌
倉

時
代

の
飾
り

け

な
い
禅
宗

様
式
の
代

表
的

な
も
の
と
い
わ
れ
る
。

明

治
四

十
一
年
に
特
別
保

護
建
造

物
、
昭

和
四

年
に
は
国
宝
に
指

定
さ
れ

昭
和
三
十

七
年
、
平

成
四
、
五
年
に
文

部
省
の
指
導
で
半

解
体

修
理
を

実

し
て
現
在
に
至

る
。
戦
後

は
法
令
の
改
正

に
よ
り
国
の
重
要
文

化
財
で
あ

る

■

経

堂
　

寺
　

で
は
　

基

、
足

利
義

兼
公
の
創
建

と
な
っ
て
い
る

現
　
　

一

の
経
堂

は
応
永
十
四
年
（
一
四

〇
七
年

）
関
東
管
領

足
利

満
兼
に
よ
り
再

建

さ
れ
た
。
京
都
・
智
恩

院
に
次

ぐ
大
き

さ
で
、こ

れ
だ
け

大
き
な
経

堂
は
め
す

ら
し
い
。

内

部
に
八

角
の
輪

蔵
（

経
棚

）
が
あ
り

一
切

経
二
手
余

巻
（
黄
槃

版
）
を
　

一

蔵

す
。
本
瓦

葺
、
重
層

宝
形

造
り

、
上

層
の
屋

根
の
扇

垂
木
の
手
法

極
め
て

複
雑
で

あ
る
。

昭
和
五
十

九
年

、
国
重

要
文
化

財
の
指
定

を
受
く

。
　
　
　
　
　
　
　
　

一

■

多

宝

塔
　

足

利
義

兼
の
創

建
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
現

在
の
建

物

江

戸

時
代
の
元
禄
五

年
（
一
六
九
二
年

）
徳
川
五

代

将
軍

綱
吉
の
生
母

、
れ
　

一

昌

院
尼

公
の
再
建

し
た
も
の
で
、
重

層
、
銅
板

葺
、
頂
上

に
九
輪

が
立

ち
水

煙

が
の
っ
て
い
る
。
桂
昌
院

は
館
林
市
の
出
身
で
、
徳
川

氏
は
新
田
氏

の
後
裔

と
称

し
て
い
る
が
新
田

氏
は
足

利
氏

邸
宅

よ
り

義

重
が
新
田
ノ
庄
に
分
家

し
た

が
故

に
、
徳
川
氏

は
こ
の
足

利
の
地

が
祖

先
の
出
た
根
源

と
思
い
祖
先

の
供
養
の
た
め
に
こ
の
塔
を
再

建
し
た
。

金
剛

界
大
日

如
来
（
鎌

倉
時
代

作
）
と
勢
至

菩
薩
（
俗
に
二
十
三

夜
尊

と

い
い
午
年
の
守
り

本
尊
で
あ
る
。
）
を
お
祀

り
し
て
い
る
。
両

側
に
卜
六
羅
漢

像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ
　

｀
難

″

県指定文化財 大日如来坐像（鎌倉時代） 経堂　ご本尊
釈迦如来

。。IUZ 題 掩 咄 咄SSI 暦 鷲L 。
）

金銅 鏝字懸仏(

鎌倉時代)

市指定文化財

両界曼荼羅図E胎蔵界](鎌倉時代)

’
鳳

ｆ

苛
『
沙

唯

’

：
ｔ
４

４
'
4
4
9
7
4
4
:

４
４

‘
ｙ

ｌ

冬

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ
国指定重文 仮名法華経(鎌倉時代)8巻

国指定
ぶI 鸚 禦l ‰

の一部
(当山の奥の院に宛てた書)i

七 丿
宍　

。　

ｊ ｋ

療

1･ ●●’I　｡:■
ｒ.i ， ・J

国指定重文 青 磁 香 炉

(南宋･竜泉窯)足利尊氏公寄進

国指定重文 青 磁花 瓶 一 対(

南宋･竜泉窯)足利義満公寄進

Ａ天然記念物 大 い ちょう

(樹齢約600年 周囲9.5m)
S･県指定文化財 御霊 殿

国
指
定
重
文

経
堂
（
一
切
経
堂
）

●
本
尊
　
釈
迦
如
来

県
指
定
丈
化
財

多

宝
塔
（
塔
婆
）
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だい　　 にち　　 えん

火圓苑散策マヲプ
● 大 日 苑 の 概 要 ●

･=　　　　　　　。･ぱんな じ　　　　　　　　　　　　 ほり　　どるい
12 世 紀 後 半 に 足 利 氏 が 築 い た 館 跡 が 現 在 の 大 日 苑1 （ 鏝 阿 寺 ） で 、 現 在 も 残 る 濠 と 土 塁 に そ の 様 子

≒=　ｊ　　　　　　　　　　　　　よしかね　　　　　　　　　じ ぷっ
を う か が う こ と が で き ま す 。 鏝 阿 寺 の 創 建 は 足 利 氏 の 礎 を 築 い た ２ 代 目 足 利 義 兼 が 館 の 一 角 に 持 仏

どう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
……’i:｀゚ 1｀　　　ご じ　　　　きがんでら

堂 を 建 て た の が 始 ま り と 伝 え ら れ 、 以 後 足 利 氏 の 氏 寺 と し て 関 東 を 護 持 す る 祈 願 寺 と し て 繁 栄 し て

き ま し た 。 そ の 後 、 大 正11 年 に 国 指 定 史 跡 に 指 定 さ れ 、平 成25 年 ８ 月 に は 本 堂 が 国 宝 に 指 定 さ れ ま し た 。

いちょう　　……=･･　===………｡､。
苑 内 は 、 春 は 桜 、 秋 は 銀 杏 の 黄 葉 が す ば ら し く 、 市 民 に は 昔 か ら 『大 日 さ ま 』 と 呼 ぱ れ 親 し ま れ

ており、多くの参拝者や観光客が訪れています。

● 境 内 の 建 物 ●

○鎌倉時代の建物

ほんどう　しょうろう本堂、鐘楼、東門、西門

○室町時代の建物
におう　

一切経堂、山門（仁王門）

● 問い合わせ ●

○江戸時代の建物

太鼓橋

多宝塔（再建）、御霊屋（再建）、校倉（大黒堂）

太鼓橋、蛭子堂、大酉堂、北門

○明治時代の建物

水屋、本坊（庫裡）、稲荷堂等

lｌ 公益財団法人足利市みどりと文化・スポーツ財団 花とみどりの課(渡良 瀬グリーンプラザ)

住　所: 〒326-0046 足利市岩井町４６５-I　　T E L : 0284-40- １７８７

Ｅ-mai l : ａ-midori＠mail.tａｋａｕji.ｏr.jp

｜
卜
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拾
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100

Ni

茫 茫i俘jtLe　

こ 馬

200 ｍ

駈塗肇Sg･ ス○
"Ｗ･ＪＲ足利駅より徒歩30 分

東武足利市駅より徒歩30 分

Cherry-BI ㎝∞ ｍＧａrｄｅｎ（Ａｐr.）

つつ
Ｒ ｈｏ ｄ ｏｄｅ ｎ ｄｒｏｎ Ｇ ａｒｄ ｅｎ （ Ｍ ａｙ ）

M ａ ｐｌｅ Ｖ ａｌｌｅy　 （Ｎ ｏ ｖ.）

圀 囮屋固わせ○
公益財団法人足利市みどりと文化･スポーツ財団
花とみどりの課（渡良瀬グリーンプラザ）

T E L:0284-40-1787 1
＿　E-mail :ａ-midori＠mail.taka14ji.ｏrjp

① 織 姫 公 園 レ ス ト ラ ン 棟　

Ｏrihime- Ｐａrｋ Ｒｅｓtａｕrａｎt Ｂｕilding

② 織 姫 公 園 駐 車 場

Ｏrihime- Ｐａｒｋ Ｐａｒking lot

③ も み じ 駐 車 場 ・ 休 憩 所　

ＭｏｍｉｉＰａrkinglot･ ＲｅｓtＡrｅａ

④ 噴 水 広 場

Foｕｎtain Sｑｕａrｅ

⑤ 流 水 路

Ｗａtｅr Strｅａｍ Ｐａth

⑥ 鏡 岩 南 広 場

Ｋａｇａｍｉｉｗａ-ｓｏｕth Sqｕａrｅ

H ａtａｇａｍ ｉｙａ ｍａ- Ｓａｎｃｈｏｕ Ｂ ｕrｉａｌ Ｍ ｏｕｎd

ト イ レ

Ｔｏｉrｅtｓ

レ ス ト ラ ン

Ｒｅｓtａｕrａｎt
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